
聴覚障害とは?

●ろう（あ）者

⇒ 手話を第一言語としている人が

ほとんど

●難聴者

⇒ 聞こえにくいけれど、

まだ聴力が残っている人

●中途失聴者

⇒ 音声言語を獲得した後に

聞こえなくなった人



聴覚障害者とのコミュニケーションの手段

☆視覚の活用

手指言語（手話・指文字）・文字言語

（書記日本語・筆談）

☆触覚の活用

触手話・指点字・振動

☆聴覚の活用

音声言語

日本手話と日本語対応手話の違い

•日本手話

•日本語対応手話



ろう者サービスとは、

どういうサービスか？

●ろう者（聴覚障害者）の講演（枚方市聴力障害者協会主催

の講演等）を講演者と主催者に許可をとり、中央図書館の

職員（ろう者）が収録している。収録した映像を職員（ろう者）

が編集して手話版の映像資料を制作している。

●当館に登録している字幕挿入等編集協力者の協力を得て

手話版の映像資料を日本語に翻訳して字幕版の映像資料

も制作している。

●枚方市内在住のろう者（聴覚障害者）の手話語りを５階の

映像スタジオ内で収録している。





■毎月第４土曜日 午後２時から３０分間 実施

■ろう２名（職員とボランティア）

手話の出来る職員 ２名（聴者）

計４名の体制で実施

■参加者数 １４名から２０名

■対象者 ろう児 聴こえる子供

および その保護者

手話でたのしむおはなし会の様子手話でたのしむおはなし会の様子



中央図書館６Ｆ 多目的室で平成２０年３月に開催

平成２０年度より定期的年３回開催
－内容－

●制作ビデオの紹介
●テーマを決めて関する本の紹介

●すばなし（ストーリテリング）

参加者より今後も継続してほしいと申し出る

中央図書館での手話ブックトークの様子中央図書館での手話ブックトークの様子



平成１８年１２月よりスタート

年に４回 社会福祉法人わらしべ会

障害者相談支援センターで実施

－内容－

■当館制作ビデオの紹介

■参加者からの本に関する質問の紹介と回答

例 ・国産牛と和牛の違い

・大岡越前と遠山金さんの関わり

・坂本龍馬の秘話など

施設訪問による手話ブックトークの様子施設訪問による手話ブックトークの様子



⇒⇒ 20092009年版（年版（現在・制作中現在・制作中））



• 手話バッチ

• 耳マーク

• 電光掲示板

• カウンター設置の補聴器

サポートシステム

• ドラム式磁気ループ

手話バッチ手話バッチ 耳マーク耳マーク



終終

見聞いただき見聞いただき

ありがとうございましたありがとうございました


